
第２回 国指定史跡常盤橋門跡を含む常盤橋公園整備計画策定委員会 会議録 

 

 

Ⅰ 日 時 ： 令和４年５月１２日（木） ９時３０分～１１時３０分 

Ⅱ 会 場 ： 日本ビルヂング内 Vision Studio 

Ⅲ 出席者 ： 委員長  ： 内 藤   廣（東京大学 名誉教授） 

        副委員長 ： 伊 東   孝（元 日本大学理工学部社会交通工学科 教授） 

委 員  ： 鈴 木  伸 治（横浜市立大学国際教養学部都市学系 教授） 

        委 員  ： 中 井   祐（東京大学工学研究科社会基盤学専攻 教授） 

委 員  ： 三 友  奈 々（日本大学理工学部土木学科 助教） 

委 員  ： 小 野  良 平（立教大学観光学部観光学科 教授） 

委 員  ： 恩 田  浩 行（千代田区地域振興部文化財担当課長） 

        委 員  ： 江 原  達 弥（千代田区環境まちづくり部麹町地域まちづくり担当課長） 

委 員  ： 谷田部  継 司（千代田区環境まちづくり部道路公園課長） 

        委 員    ：  前 田  美知太郎（千代田区環境まちづくり部景観・都市計画課長） 

                欠席委員 ： 谷 川  章 雄（早稲田大学人間科学学術院 教授） 

欠席委員 ： 吉 田  ゆり子（東京外国語大学総合国際学研究院 教授） 

       ※順不同、敬称略  

    

   オブザーバー（関係事業者） 

        東京都教育庁 地域教育支援部管理課埋蔵文化財担当 

        首都高速道路株式会社 

        三菱地所株式会社 

    

      事務局 

        千代田区環境まちづくり部地域まちづくり課 

        千代田区地域振興部文化振興課 

        千代田区環境まちづくり部道路公園課 

 

      事務局協力 

        千代田区環境まちづくり部景観・都市計画課 

 

      事務局補助 

        株式会社文化財保存計画協会 

         

 

 

 



Ⅳ 次 第 

 （はじめに）委員会の目的・事業工程について 

 【確認事項】 設置要綱の確認と会議公開の方法 

 【報告１】  事業全体のスケジュールについて 

 【報告２】  常盤橋門跡保存活用計画の策定状況について 

【報告３】  首都高地下化に伴う常盤橋直下の施工方法について 

 【報告４】  常盤橋公園暫定展示工事について 

 【報告５】  作業部会メンバーの選任について 

  委員会終了後に現地視察 

 

 

Ⅴ 報 告 

 １ 報告事項について 

 【報告１】事業の全体スケジュールについて 

       ・各種計画の策定状況及び整備事業のフローについて確認。 

【報告２】常盤橋門跡保存活用計画の策定状況について 

       ・「常盤橋門跡保存活用計画」の策定経過を報告。 

・常盤橋門跡の本質的価値および整備の方向性を確認。 

 【報告３】首都高地下化に伴う常盤橋直下の施工方法について 

       ・震災復興橋梁の常盤橋に及ぼす影響を最小限にする施工方法を検討していることを首

都高より報告。 

 【報告４】常盤橋公園暫定展示工事について 

       ・令和４年度実施予定の展示工事の内容について事務局より報告。 

 【報告５】作業部会メンバーの選任について 

       ・文化振興課、道路公園課、地域まちづくり課および景観・都市計画課の４課長を作業部

会メンバーとして選任。 

 

 

 ２ その他 

   ・次回の開催について 

   第３回整備委員会は第９回保存活用計画策定員会終了後に開催予定。 

 

※委員会終了後、常盤橋プロジェクトに関する再開発の模型の見学および常盤橋公園を現地視察 

 


